
シンケビチュウス欧州委員（左）と筆者

5
0
年
ま
で
に
完
全
な
Ｃ
Ｅ
を
実
現
す
る
」
と
の
野

心
的
な
目
標
を
掲
げ
、
種
々
の
具
体
施
策
を
進
め
て

い
る
。
ま
た
、
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
変
革
事
例

や
Ｃ
Ｅ
を
て
こ
に
し
た
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
も
創
出
さ

れ
る
な
ど
、
示
唆
に
富
む
モ
デ
ル
と
考
え
た
。

訪
問
先

上
記
目
的
を
踏
ま
え
、
ま
ず
は
ベ
ル
ギ
ー
・
ブ
リ

ュ
ッ
セ
ル
の
欧
州
委
員
会
を
訪
問
し
、
環
境
政
策
全

般
を
担
当
す
る
欧
州
委
員（
大
臣
ク
ラ
ス
）と
会
談
し

た
ほ
か
、
産
業
政
策
を
統
括
す
るD

G
GRO

W

（
成

長
総
局
）、
環
境
政
策
を
統
括
す
るD

G
EN
V

（
環

境
総
局
）の
Ｃ
Ｅ
統
括
責
任
者
と
そ
れ
ぞ
れ
意
見
交

換
し
た
。

オ
ラ
ン
ダ
で
は
、
環
境
大
臣
、
前
首
相
、
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
副
市
長
と
会
談
し
た
。
ま
た
Ｃ
Ｅ
に
向
け

た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
転
換
に
取
り
組
む
代
表
的
な
大

企
業（
ユ
ニ
リ
ー
バ
、
Ｄ
Ｓ
Ｍ
）と
の
意
見
交
換
、
Ｃ

Ｅ
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
と
の
対
話
・
交
流
を
実
施

し
た
ほ
か
、
Ｃ
Ｅ
の
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設

（Blue
City

）、
実
験
区（D

e
Ceuvel

）、
Ｃ
Ｅ
ビ
ジ

ネ
ス
の
実
践
現
場（D

e
H
allen

）に
も
足
を
運
ん
だ
。

欧
州
委
員
会
と
の
意
見
交
換

シ
ン
ケ
ビ
チ
ュ
ウ
ス
欧
州
委
員
は
、
バ
ッ
テ
リ
ー

に
関
す
る
規
制
枠
組
み
や
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

問
題
へ
の
対
応
の
重
要
性
に
触
れ
た
う
え
で
、
Ｃ
Ｅ

を
将
来
に
向
け
た
重
要
課
題
と
位
置
付
け
、
Ｅ
Ｕ
・

日
本
間
の
主
要
な
議
題
と
し
て
据
え
て
い
き
た
い
と

の
強
い
意
向
を
示
し
た
。

D
G
GRO

W

の
ル
ー
ト
次
長
は
、
エ
コ
デ
ザ
イ

経
団
連
は
、
2
0
2
3
年
2
月
に
「
サ
ー
キ
ュ
ラ

ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
実
現
に
向
け
た
提
言
」
を
取
り

ま
と
め
、
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー（
Ｃ
Ｅ
）を
経

済
成
長
や
産
業
競
争
力
強
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
重

要
課
題
の
一
つ
と
位
置
付
け
る
と
と
も
に
、
実
現
に

向
け
た
方
策
を
提
言
し
た
。
同
年
3
月
に
は
経
済
産

業
省
が
「
成
長
志
向
型
の
資
源
自
律
経
済
戦
略
」
を

取
り
ま
と
め
、
6
月
に
は
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革

の
基
本
方
針
2
0
2
3
」（
骨
太
の
方
針
2
0
2
3
）

に
Ｃ
Ｅ
の
推
進
が
盛
り
込
ま
れ
る
な
ど
、
Ｃ
Ｅ
は
わ

が
国
の
成
長
戦
略
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
。

持
続
可
能
な
成
長
に
不
可
欠
と
な
る
Ｃ
Ｅ
の
社
会

実
装
を
加
速
す
べ
く
、
経
団
連
で
は
、
2
0
2
3
年

11
月
27
〜
30
日
の
日
程
で
、
ベ
ル
ギ
ー
と
オ
ラ
ン
ダ

に
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
派
遣
し
た
。
私
が
団
長
を
務
め
、

23
社
か
ら
35
人
の
参
加
を
得
た
。

ミ
ッ
シ
ョ
ン
派
遣
の
二
つ
の
目
的

本
ミ
ッ
シ
ョ
ン
派
遣
に
あ
た
っ
て
は
、
大
き
く
二

つ
の
目
的
を
掲
げ
た
。
第
1
に
、
Ｃ
Ｅ
へ
の
移
行
に

向
け
た
国
際
ル
ー
ル
形
成
を
リ
ー
ド
す
る
欧
州
委
員

会
の
最
新
の
政
策
動
向
を
把
握
す
る
こ
と
で
あ
る
。

2
0
2
2
年
の
「
持
続
可
能
な
製
品
の
た
め
の
エ
コ

デ
ザ
イ
ン
規
則
案
」
で
示
さ
れ
た
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ロ

ダ
ク
ト
・
パ
ス
ポ
ー
ト
や
、
2
0
2
3
年
の
「End

ofLife
V
ehicle

規
則
案
」
に
お
け
る
新
車
の
再
生

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
利
用
率
を
25
％
と
す
る
提
案
な
ど
、

厳
し
い
規
制
が
矢
継
ぎ
早
に
導
入
さ
れ
て
い
る
。

第
2
に
、
欧
州
諸
国
の
中
で
も
Ｃ
Ｅ
先
進
国
と
さ

れ
る
オ
ラ
ン
ダ
に
学
ぶ
こ
と
で
あ
る
。
同
国
は
、
政

府
お
よ
び
首
都
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
と
も
に
「
2
0

ス
ト
」
で
は
な
く
「
ゲ
ス
ト
」
で
あ
る
と
認
識
し
、

Ｃ
Ｅ
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
ビ
ジ
ネ
ス

を
通
じ
た
企
業
の
社
会
的
価
値
の
創
出
お
よ
び
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
な
ど
を
訴
え
る
と
と
も
に
、

日
本
企
業
へ
の
高
い
期
待
も
表
明
さ
れ
た
。

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
ム
バ
ラ
キ
副
市
長
か
ら
は
、

ド
ー
ナ
ツ
経
済

（
注
１
）の
考
え
方
の
も
と
、
Ｃ
Ｅ
へ
の
移
行

に
向
け
た
試
行
錯
誤
の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
。

大
企
業
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
の

意
見
交
換

ユ
ニ
リ
ー
バ
・
オ
ラ
ン
ダ
の
デ
ッ
カ
ー
ス
社
長
は
、

Ｃ
Ｅ
、
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
を

加
速
す
る
企
業
で
あ
り
た
い
と
の
強
い
ミ
ッ
シ
ョ
ン

を
持
ち
、変
革
を
進
め
て
い
る
こ
と
、Ｄ
Ｓ
Ｍ（D

utch
State

M
ines

）の
ヌ
ー
レ
ン
ド
広
報
責
任
者
は
、1

9
0
2
年
創
業
時
の
国
営
石
炭
鉱
業
か
ら
化
学
品
を

経
て
、
現
在
は
栄
養・健
康・美
容
事
業
へ
と
完
全
に

事
業
転
換
を
進
め
た
同
社
の
変
革
の
歴
史
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
説
明
さ
れ
た
。両
者
と
も
に
、変
革
に
は
、

野
心
的
な
目
標
設
定
に
加
え
て
リ
ー
ダ
ー
の
ビ
ジ
ョ

ン
と
勇
気
、
先
見
性
が
鍵
と
な
る
こ
と
を
強
調
し
た
。

Ｃ
Ｅ
分
野
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
4
社（Better

Future
Factory,T

racX
on,Circle

Econom
y,

M
etabolic

）と
の
交
流
会
で
は
、
日
本
企
業
と
の

連
携
の
機
会
に
つ
い
て
も
高
い
関
心
が
寄
せ
ら
れ
た
。

こ
の
ほ
か
、「
モ
ノ
提
供
型
」
か
ら
「
機
能
提
供

型
」
へ
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
転
換
を
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス

な
ど
の
大
企
業
に
い
ち
早
く
助
言
す
る
と
と
も
に
、

建
築
物
を
「
資
源
バ
ン
ク
」
と
捉
え
た
「
マ
テ
リ
ア

ル・パ
ス
ポ
ー
ト
」

（
注
２
）

の
概
念
を
提
唱・実
践
し
て
い
る

建
築
家
の
ト
ー
マ
ス
・
ラ
ウ
氏
か
ら
も
話
を
聞
い
た
。

「
高
い
目
標
を
掲
げ
な
け
れ
ば

何
も
起
こ
ら
な
い
」

本
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
深
く
印
象
に
残
っ
た
の

は
、
欧
州
委
員
会
、
オ
ラ
ン
ダ
政
府
・
自
治
体
、
民

間
企
業
の
い
ず
れ
も
、「
高
い
目
標
を
掲
げ
な
け
れ

ば
何
も
起
こ
ら
な
い
」
と
い
う
強
い
信
念
を
持
っ
て

い
た
こ
と
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

の
変
革
に
向
け
て
は
、
経
営
者
の
「
勇
気
」
と
「
マ

イ
ン
ド
セ
ッ
ト
」「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
が
重
要
で

あ
る
こ
と
を
学
ん
だ
。

同
時
に
、
Ｃ
Ｅ
先
進
国
の
欧
州
に
お
い
て
も
、
Ｃ

Ｅ
実
現
の
道
筋
を
立
て
る
の
は
容
易
で
は
な
く
、
試

行
錯
誤
し
な
が
ら
の
前
進
で
あ
る
こ
と
も
よ
く
理
解

で
き
た
。
ま
た
、
総
じ
て
日
本
の
3
Ｒ
の
経
験
や
技

術
力
へ
の
リ
ス
ペ
ク
ト
は
高
く
、
日
欧
が
協
力
し
て

Ｃ
Ｅ
の
分
野
で
世
界
を
牽
引
で
き
る
可
能
性
が
あ
る

と
の
手
応
え
を
得
た
。

な
お
、
Ｃ
Ｅ
の
実
現
に
は
企
業
間
の
連
携
が
不
可

欠
だ
が
、
本
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
Ｃ
Ｅ
バ
リ
ュ
ー

チ
ェ
ー
ン
を
構
成
す
る
参
加
企
業
の
間
で
関
係
性
が

深
ま
り
、
連
携
の
機
運
が
醸
成
さ
れ
た
こ
と
は
、
大

き
な
成
果
で
あ
っ
た
。

経
団
連
で
は
、
引
き
続
き
環
境
委
員
会
を
中
心
に

国
内
外
の
産
学
官
の
関
係
主
体
と
Ｃ
Ｅ
分
野
に
係
る

連
携
を
取
り
な
が
ら
、
Ｃ
Ｅ
の
一
層
の
進
展
に
向
け

た
活
動
を
展
開
し
て
い
く
。
会
員
企
業
の
皆
さ
ま
に

は
、
今
後
も
積
極
的
に
環
境
委
員
会
の
活
動
に
参
画

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

ン
に
か
か
る
制
度
的
枠
組
み
や
研
究
開
発
・
技
術
開

発
へ
の
投
資
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
ま
たD

G
EN
V

の
ド
ル
デ
ィ
ア
Ｃ
Ｅ
担
当
局
長
は
、
規
制
の
必
要
性

や
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
材
の
供
給
量
拡
大
に
向
け
た

施
策
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
言
及
し
た
。

オ
ラ
ン
ダ
政
府
・
自
治
体
と
の

意
見
交
換

オ
ラ
ン
ダ
の
ハ
イ
ネ
ン
環
境
大
臣
は
、
循
環
型
の

製
品
が
国
民
や
企
業
か
ら
選
択
さ
れ
る
よ
う
、
政
府

が
経
済
的
・
物
理
的
・
社
会
的
環
境
を
整
え
る
必
要

が
あ
る
と
の
考
え
を
示
し
た
ほ
か
、日
本
の
3
Ｒ（
リ

デ
ュ
ー
ス
、
リ
ユ
ー
ス
、
リ
サ
イ
ク
ル
）の
経
験
に

も
大
い
に
関
心
を
寄
せ
、
相
互
に
知
見
を
共
有
す
る

機
会
と
な
っ
た
。

バ
ル
ケ
ネ
ン
デ
前
首
相
は
、
人
類
は
地
球
の
「
ホ

野
のだ
田由

ゆみこ
美子

副会長
環境委員長
ヴェオリア・ジャパン会長

（注１）ドーナツ経済：英国の経済学者ケイト・ラワースが提唱した、自然環境を破壊せず社会正義の実現を
目指す新しい経済モデル。その概念をドーナツの形状に模して説明している
（注２）マテリアル・パスポート：建築物に使用される材料をデータ化し資源バンクとして循環させる仕組み

サーキュラーエコノミーに関する
欧州ミッションを派遣
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